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概要  日本語を母語とする英語学習者の自発的な発話には「句末の母音延伸 (Phrase-final Vowel Lengthening; 

PfVL) 」とでも呼ぶべき現象が観察される．これは，発話チャンクの末尾において，語末の母音が引き伸ばされる

というものである．この現象によって，学習者の発話から英語らしいリズムやイントネーションが失われる場合が

ある．我々は，大学一年生向け授業で行われた応答練習を収録したデータを対象に，PfVL の生起傾向について調査

した．本稿では，その生起傾向の調査結果を報告すると共に，日本語の自発発話における談話方略に関する知見を

参照しながら，PfVL をもたらす認知的・談話的要因について考察する． 
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Abstract  Based on the data that we collected in "oral response practices" conducted in freshmen English classes, we 

observe a phenomenon we call Phrase-final Vowel Lengthening, or PfVL, at the end of words that occur in the course of 

relatively spontaneous speech by college learners of English in Japan. Based on audio recordings and transcriptions of 

face-to-face interactions, we investigate the conditions under which such prolongations of word-final vowels may occur in 

actual learners’ speech, more specifically, (1) whether it tends to occur more frequently in reading aloud written texts or in 

spontaneous utterances and (2) what kinds of word tends be involved in this process and explore possible explanations for 

these. 

 

1. はじめに  

1.1. データに基づく学習活動の分析と検証  
英語教育の合理的現代化には，学習活動の到達目標

である母語話者の言語活動だけでなく，学習者の目標

言語の運用状況についてもデータに基づく分析と理解

が必要である．例えば，大学生の学力低下は多くの大

学教員にとって共通の実感であるが，これを客観的に

示す公開されたデータは必ずしも多くない．また，「ゆ

とり教育」のもたらす大学新入生全般の学力への影響

や「コミュニケーションを重視した指導要領」による

大学新入生の英語運用能力の変化についても，同じく

共有可能なデータは十分とはいえない．  

一例として，仮に大学進学までの英語学習に関して

以下のような疑問を感じたとして，担当教員の実感だ

けでなくある程度具体的な数字をもって答えることは

容易ではない．   

- 疑問詞で始まる疑問文を読み上げるとき，文末を

rising intonation とする学生と falling intonation と

する学生とでは，どちらがどれくらい多いのだろ

うか？  

- allow の主母音を正しく  /au/ と発音する学生と誤

って  /ou/ と発音する学生とでは，どちらがどれく

らい多いのだろうか？  

- 300,000,000 と い う 数 字 を 見 て た だ ち に 正 し く

three hundred million とためらわずに読み上げるこ

とのできる学生はどれくらいの割合だろうか？  
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学習者の英語運用の状況を記録したデータとして

は，『国際英語学習者コーパス』  (ICLE) [16]など学習

者の文章を集積した資料について，一定規模のデータ

の蓄積と公開が進められている．しかしながら，学習

者の発話音声やその書き起こしを収録した資料は，規

模の点でも多様性の点でも，十分なデータの蓄積・公

開と研究利用がなされているとは言えないのが現状で

ある 1．その一つの背景として，英語教育の現場におい

て学習者が産出する英語の中では，Word や PowerPoint

等のファイルとして作成された資料は電子的な蓄積と

検索が容易であるが，学生相互のインタラクション・

教員から学生へのその場限りの指示・教員と学生との

インタラクションなどは，これまで電子的な蓄積と検

索になじまなかったという事情がある．  

 

1.2. 早稲田応答練習コーパス  
こうした状況を背景として，本稿第三著者（原田）

を研究代表者とする一連の研究プロジェクトでは，原

田が担当する早稲田大学法学部の英語授業における応

答練習の場面を中心に，学生の比較的自発的な発話音

声を収集し，その分析を行っている 2．  

この授業では，スピーキング・リスニング・ライテ

ィング・リーディングの統合的学習を目指し，英文エ

ッセイライティングと有機的に関連付けられた形で，

学生同士による応答練習を実施している．例えば，英

語  Bridge （1 年生向け春学期の授業）では，「3 人 1

組の応答練習」・「応答練習の内容に基づくエッセイ作

成」・「エッセイの相互レビューとリバイズ」というサ

イクルを，2 週間を単位として行っている．また，英

語  Gate （1 年生向け秋学期の授業）では，応答練習

の内容に基づいて PowerPoint で 2,3 枚のスライドを作

成し，4 名程度の少人数グループの中で相互に発表し

た後，エッセイ作成に移るという段階が加わっている． 

 

1.3. 応答練習の概要  
一回の応答練習は次のような流れで行われる．まず，

教員が事前に一つのテーマに関連する 10 の質問文を

作成し，エーワンのマルチカードに一枚ずつ印刷して

配布する．3 人 1 組になった学生達は，カードの質問

文を読み上げる「質問者」，読み上げられた質問にその

場で答える「回答者」，回答の開始時間と終了時間を宣

告し，同時にビデオカメラでの撮影も行う「タイムキ

ーパー」という 3 つの役割に分かれ，それぞれの役割

に従事する．質問と応答が終わるたびに相互評価用紙

                                                                 
1 日本人英語学習者の発話を書き起こした資料としては  
NICT JLE コーパスがある．詳細については [1]を参照．  
2 応答練習およびそのデータ収録とコーパス構築の詳細に

ついては [6]-[9]を参照．  

に記入し，役割を入れ替えて次の質問文に移る．以上

を一通り繰り返して，応答練習のセッションは終了と

なる．  

質問者と応答者のやり取りにおいて行われている

英語産出について具体的に示すものとして，実際の応

答例を二つ引用する．  

 

応答例  1 

（質問文）  

Do you think you are good in English? What are you 

doing to improve your English skills? Do you read 

English books or magazines? Do you think you will 

need to be able to speak English when you graduate 

and start to work in the real world? 

（回答者の回答）  

えっと , I'm not good at, in English. っと I, っと I'm, 

I don't read, English book, or magazines. えっと , え

っと , I want to, be able to, speak English well. 

 

応答例  2 

（質問文）  

Which is more important to you in your daily school 

life, getting good grades or having fun with your 

friends? Please explain why. 

（回答者の回答）  

O.K., そ ん な ん 決 ま っ て ん じ ゃ ん ,  getting good 

grades だよ . なぜなら  because, if I can't, get, good 

grades, I can't, graduate, from, graduate from, this 

school, this university. 

 

ここに見られるように，回答者の産出する英語には，

言い淀み，同じ表現の繰り返し，表現の言い直し，日

本語の混在といった，日本人英語学習者による英語で

の自発発話に特徴的な現象が多く観察される 3．  

応答に際して，教員から学生に指示されているのは

「英語で読み上げられた質問に対して 45 秒間で回答

する」という事柄のみである．応答の中で日本語を使

用することは明示的には禁止されておらず，また，英

語で応答することすら明示的には指示されていない．

したがってこの応答練習コーパスは，単に学生達の英

語の習熟度を示すばかりでなく，＜最小限の指示のも

と，いかに学生達がマクロな活動・環境に対して適応

しているか＞を詳細に示すデータとしての一面を有し

ている 4．   

                                                                 
3 このような現象の多くは，本稿の 4 節でも論じるように，

日本人による日本語での自発発話にも共通に見られる現象

である．  
4 そもそも，ある言語の習熟度というものが，＜マクロな活

動・環境に適応する能力＞と独立に測定できるものかどうか
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1.4. データ蓄積と書き起こしの現状  
応答練習のデータ収録は， 2006 年に開始し， 2013

年度末まで継続予定である．  

毎回の授業（履修者数は 30 名前後）では，約 10 組

による約 30 分間の応答練習を，1 グループにつき 1 ト

ラックを割り当てて音声収録を行う．音声は，各グル

ープで使用されるマイクロフォンを，ケーブル経由で

マイク 8ch フェーダ（2 台）に接続し，増幅した音声

をアレシス製ハードディスクレコーダに収録している．

これにより，同時に最大 12 トラックまで録音できる．

また，音声に加えて，デジタルビデオカメラによる動

画収録も行っている．これは前節に記したように，「タ

イムキーパー」役の学生によって撮影される．  

以上のデータ収録体制により，一学期ごとにテラバ

イト単位の生データが蓄積され，順次書き起こしが行

われている．  

 

2. 句末の母音延伸  (PfVL) という現象  
上記の学習者発話データにおいて，我々が「句末の

母音延伸  (Phrase-final Vowel Lengthening; PfVL) 」と

呼ぶ現象が観察された．本節では，この現象の音声学

的・音韻論的特徴を概観する．  

 

2.1. PfVL とは何か 
我々が PfVL と呼ぶ現象は，ある語において，語末

の音素が母音である場合にはその母音が引き延ばされ，

語末の音素が子音である場合には母音が添加されて引

き延ばされる，というものである．例えば，以下はそ

れぞれ学習者データに観察された実例である．母音延

伸の位置は下線と小文字の平仮名によって示されてい

る．  

 
(1) There is ぅー  mountain and ぉー  sea. 
  
(2) … but I ぃー  think ぅー  it is more important to 

have ぅー  fun with friends. 

 

PfVL が生じると，学習者の発話に対する母語話者に

よる認識可能性を損ねると考えられる．例えば，語の

レベルでは，PfVL が生じた語の本来の音節構造および

アクセントパターンからの逸脱が生じてしまう．また，

句・節・文といった上位のレベルでも，本来のリズム

やイントネーションのパターンが失われる．したがっ

て，PfVL とは英語教育における課題の一つであると言

える．  

 

                                                                                                             
は自明ではない．この問題については本稿の射程を大きく超

えるため，論点を指摘するに留めておく．  

2.2. PfVL とは何でないか 
なお，日本語を母語とする学習者の英語発話には，

他にもこれに類する現象が見られることがある．本稿

の考察範囲を明確にするためにも，類似現象について

簡単に触れておく．  

 

(A) 閉音節に対する母音挿入  (epenthesis) 

例えば bed という語を /beddo/，あるいは match とい

う語を /matchi/と発音するといったように，閉音節に対

する母音挿入  (epenthesis) の誤りが，日本人学習者の

英語音声に頻繁に生じることが既に広く知られている
5．これは，日本語には「ん」を例外として閉音節が存

在しないため，本来は閉音節の箇所に母音を挿入して

しまう，という母語干渉の事例である 6．この現象と

PfVL は，同時に生じることもあるが，必ずしもそうと

限ったことではない．興味深いことに，閉音節の発音

そのものはある程度正しく習得している学習者につい

ても，状況によって PfVL を生じることがある．   

 

(B) 「英語的」な句末の母音延伸  

英語母語話者の発話においても，言い淀み現象の一

つとして，語末で母音延伸が観察されることがある．

例えば Fox Tree & Clark [15]は，英語の母語話者の発話

において，定冠詞 the の母音延伸が見られることを報

告している．  

 
(3) “and when you come when you come to look at thiy. 

thuh literature, - I mean you know thuh actual 
statements” (Fox Tree & Clark 1997: 152) 

 

したがって，たとえ学習者が語末で母音を延伸する

場合でも，「日本語的に」伸ばす場合と「英語的に」伸

ばす場合は，区別されるべきである．本稿で取り上げ

るのは前者のみであり，例え語末で母音が引き伸ばさ

れていてもそれが「英語的」と判断される限り，生起

頻度を数える上で後者は含んでいない．ただし，前者

と後者の区別は現状では直感的な判断に頼っており，

客観的基準の同定は今後の課題である．  

 

                                                                 
5 例えば [11][12]を参照．  
6 一つの可能性として想定されるのは，日本語の音節（モー

ラ）構造に影響されて，英語の音節構造を正しく習得・再生

できないというものである．もう一つは，個別の語彙につい

て，並行する借用語・外来語としての日本語語彙の発音が影

響を与えることが考えられる．日本語・英語として基本的な

語彙については，この両者の影響を分離して捉えることは難

しいかもしれない．外来語としての日本語語彙として学生が

通常使うことがないような単語について母音挿入が見られ

る場合には，音節構造の違いにその主要因を帰すことができ

るかもしれないが，両者の相互作用についての検討も求めら

れるであろう．  
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(C) 語中の母音の延伸  

学習者の発話には，語末だけでなく語中の母音を引

き伸ばし，その結果やはり英語らしい発音を失ってい

るものがある．  

 
(4) I feel more confident tha ぁーn whe ぇーn I did it 

 

これは，PfVL と関連する現象であると思われるが，詳

しい検討は今後の課題とする．  

 

3. PfVL の生起傾向の調査  
学習者発話データを観察すると，句末の母音延伸は

決してランダムに生起しているわけではないことがわ

かる．本節では，学習者発話データにおける PfVL の

生起状況についての調査結果を報告する．調査対象と

したデータは，1.2 節で紹介した早稲田応答練習コー

パスのうち，2007 年春学期のあるクラスの第一回授業

で収録されたものである．  

 

3.1. 原稿読み上げ発話と自発的発話の比較  
分析対象の発話データは，学生による応答練習にお

ける，質問発話と応答発話から構成される．両者を比

較すると，質問発話が印刷された英文の読み上げであ

るのに対して，応答発話は比較的自発的な発話である，

という特徴を持っている．PfVL の生起数を，質問発話

と応答発話で比較した結果，以下の通りとなった．  

 

発話タイプ  PfVL
原稿読み上げ発話（質問）  0 回

自発的発話（応答）  46 回

 

この表から見て取れるように，PfVL の生起数は自発的

発話の方が圧倒的に多い．ただし，原稿読み上げ発話

と自発的発話では，データに含まれる発話量が均等で

はないため，それを正規化した上で PfVL の生起頻度

を比較する必要がある．  

発話タイプごとの発話量を，文・イントネーション

ユニット  (IU)7・語という３つの水準から，比較する

と次のようになる．  

 

発話タイプ  文の数  IU の数  語の数  
原稿読み上げ発話  358 767 3,483
自発的発話  206 316 658

 

                                                                 
7 イントネーションユニット  (IU) とは，韻律の点で「ひと

まとまり」に発される発話音声のチャンクのことである．大

まかに言って，一つの IU は複数の語から構成され，一つの

文は複数の IU から構成される，という階層関係を想定する

ことができる（ただしその例外も存在する）．IU に関する理

論的および実践的な知見の詳細は [2]および [13]を参照．  

いずれの水準においても原稿読み上げ発話の方が自発

的発話よりも大きい値を示していることから，前者は

後者よりもデータに含まれる発話量が多いと言える．

すなわち，原稿読み上げ発話においては，発話量が相

対的に多いにも関わらず句末の母音延伸が一回も観察

されず，自発的発話においては発話量が相対的に少な

いにも関わらず 46 回観察された，という明確な対照性

を認めることができる．  

 

3.2. 文中の位置による比較  
 学習者の自発的発話の中で，特にどのような場合に

句末の母音延伸が生じるだろうか．次頁の表は，末尾

での母音延伸が生じる語の統語的地位の傾向を示した

ものである．  

 

統語的地位  頻度  語彙（括弧内は頻度）  
主語名詞  19 (41.3%) I (19) 

他動詞  10 (21.7%) have (2), has, study, 
keep, like, try, think, 
work, read 

接続詞  6 (13.0%) and (5), because 

be 動詞  5 (10.9%) is (4), am 

助動詞類  4 (8.7%) will (2), has, not 

その他  2 (4.3%) of (a lot of の of), as (as 
for の as) 

 

最も高い頻度で母音延伸が生じるのは主語名詞  

(41.3%) であり，その全てのケースが一人称代名詞”I”

である．次に頻度が高いのは他動詞  (21.7%) であり， 

be 動詞  (10.9%) と合わせれば，全体の 32.6%が動詞で

あることになる．また，全体の 8.7%を占める助動詞も，

文中の位置の点でも文中の機能の点でも，これらと類

似した性質を持っている．他には，接続詞における生

起  (13.0%) も目に付く．今回のデータには，目的語名

詞，自動詞，形容詞，副詞，冠詞といった品詞の語末

における母音延伸は観察されなかった 89．  

 

4. 考察  
本節では，幾つかの視点から，PfVL という現象をも

たらす要因について考察する．  

 

4.1. 日本語における韻律現象  
学習者の母語である日本語における言語行動には，

母語干渉によって PfVL の源となった可能性のある韻

                                                                 
8 PfVL の生起位置の談話的特徴については後述する．  
9 このデータは PfVL が生起した場合の「内訳」を示すもの

であるが，各統語的地位の出現総数に対してどの程度の割合

で PfVL が生起するかを示すことも重要であると考えられる．

特定の統語的地位ごとに PfVL の生起しやすさに統計的有意

差が見られれば， 4.3 節の議論へのより有力なサポートとな

るだろう．この点は今後の課題としたい．  
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律現象が存在する．  

日本語の話し言葉では，文より小さい単位である

「文節」の末尾において，母音に有標なプロミネンス

と引き伸ばしが生じることがあることが指摘されてい

る．以下は，定延 [5]において報告されている実際の会

話例である（下線は筆者）．  

 
(5) 男：仕事したあとにぃ  

女：うん  
男：５時からさぁ  
女：うん  
男：10 時までぇ  

 

これは，文に満たないレベルの統語的境界において母

音延伸が生じているという点で，学習者の英語発話に

おける PfVL と類似しており，母語干渉の源となった

現象である可能性がある．  

日本語における句末の母音延伸は，話し手が，発話

を構成するチャンクを少しずつ産出しなければならな

いとき（例えば<語り>や<説明>など，比較的長い発話

を要するスピーチアクトを遂行するとき）に生じやす

い現象である 10．学習者発話における PfVL との関連で

重要なことは，日本語発話における句末の母音延伸は，

必ずしも「非流暢性」あるいは「言い淀み」と認識さ

れるわけではない．むしろ，特定の談話文脈において，

効果的な談話方略としてみなすことができる．  

 

4.2. 自発発話に特有の現象としての PfVL 
学習者データの検討の結果，発話タイプ間の相違に

関する全体的傾向として，PfVL は原稿読み上げでは一

度も起こらず，自発的発話においてのみ生じていた．  

なお，この発話データを収集した応答練習課題では，

学生は質問者役と応答者役を交互に担当するため，デ

ータには，同一の学習者による質問発話と応答発話が

含まれている．この点と，上述の PfVL は原稿読み上

げでは一度も起こらず，自発的発話においてのみ生じ

ていたという事実を併せて考えると，各学習者の個人

内にも，PfVL の生起状況に偏りが存在することが理解

できる．すなわち，「原稿読み上げ時に PfVL を起こさ

ない学習者であっても，自発的発話において PfVL を

生じる」，そして「自発的発話において PfVL を生じる

学習者も，原稿読み上げ時にはほとんど PfVL を生じ

ない」，という非対称性が認められる．  

以上のように，データの全体的傾向および個人内の

傾向のいずれの点でも，PfVL が自発発話に特有の現象

であることが示唆される．したがって，PfVL は，学習

者のスピーキング行動として修正すべきものではある

                                                                 
10 この現象に関する考察としては，[3][4][5][10]などを参照． 

が，単に英語音の調音能力が未熟だったり，英語の音

韻的知識が不足していたりするために生じているので

はない．むしろ，自発発話に特有の要因が関わってい

る可能性が高い 11．  

原稿を読み上げるような場合と比較すると，自発発

話の産出には以下のような特徴がある．まず，話し手

は，発話の内容（何を言うか）と形式（どのように言

うか）をオンラインで定式化 (formulate)しなければな

らない  (Levelt [18])．そして，発話の定式化と産出は，

時間的制約の下でなされる（例．沈黙は避けるべきも

のとされる）ため，話し手はしばしば，十分に定式化

をする前に発話の産出を開始する  (Clark [14])．したが

って，PfVL は，「その場で思考を整理しながら相手に

対する応答行為を行う」という，認知的・社会的に複

雑で高度なコミュニケーションスキルの問題として位

置づけられるべきである．そして，そのような観点に

立つことによって，観察された PfVL の生起傾向を説

明するための手がかりが得られるだろう．  

 

4.3. 生起傾向を解釈する 
学習者発話データにおいて，PfVL が生起しやすい語

の統語的地位は，主語名詞・他動詞・be 動詞・助動詞

類・接続詞であった．逆にこの現象が観察されなかっ

たのは，目的語名詞・自動詞・形容詞・副詞・冠詞と

いった地位の語である．この対照から，PfVL は「統語

的に後続要素が義務的である箇所」に生起しやすい，

という傾向を見出すことができる．  

例えば，主語名詞は，述語動詞をはじめとする文中

の他の要素が生起する直前の要素である．また，他動

詞はその目的語が生起する直前の要素であり，be 動詞

はその補語が生起する直前の要素である．接続詞はそ

の後に節ないし文が，助動詞類はその後に述語動詞が，

発話されるべきという統語的性格を有している．今回

の分類では「その他」に含まれている”as for の as”に

関しても，”as for”という複合表現の途中の位置である

と言う点で，これらと共通の性格を有している．  

このような生起位置の傾向は，統語的な点で特徴的

であるばかりではなく，談話構造上の点でも以下のよ

うな傾向を見出すことができる．つまり，PfVL を伴う

発話チャンクは，アクセスあるいは定式化が容易な情

報であることが多い．談話の中でアクセスあるいは定

式化が容易な情報とは，トピック（特に，談話トピッ

ク），旧情報，前提  (presupposition) といった性質を持

                                                                 
11 この点についての傍証として，日本国内で働く複数の英

語母語話者の観察として，プレゼンテーションで極端な癖の

ない英語でわかりやすい発表を行った日本人が，質疑応答に

なるとここで紹介するような PfVL を生じて，その英語の落

差を不可思議に感じていたと述べていることを紹介したい． 
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った情報のことである 12．その一方，PfVL の後に現れ

る発話チャンクは，アクセスあるいは定式化に労力が

かかる情報であることが多い．アクセスあるいは定式

化に労力がかかる情報とは，フォーカス , 新情報 , 断

定 (assertion) といった性質を持った情報のことである． 

話し手は，自発発話の産出において，オンラインで

定式化を行わねばならないため，しばしば十分な定式

化をする前に発話産出を開始する．トピック・旧情報・

前提といったタイプの情報は，アクセスあるいは定式

化が相対的に容易なため，時間的制約の下でもスムー

ズに産出することができる．それに対し，発話の中の

フォーカス・新情報・断定といったタイプの情報は，

アクセスあるいは定式化が相対的に困難であり，実際

にすぐにその部分が産出できない場合，話し手は２つ

の課題に直面する．それは，＜定式化に必要な時間の

ため，スムーズな発話産出を一旦中断すること＞と＜

発話産出の中断が「産出の終了」なのではなく，むし

ろこれから肝心の内容が伝達されるということを聞き

手に示すこと＞である．  

このような課題への一つの対処法として，学習者の

母語である日本語における談話方略を適用したものが

PfVL であると考えられる．つまり，自発発話の産出の

中で，発話の定式化になんらかの困難がある状況に直

面したとき，まず定式化が容易な要素を PfVL を伴っ

て産出し，PfVL を伴う語の統語的性質とも相まって，

「これから肝心の内容が伝達される」ということをシ

グナルすることができる．  

 このような視点から捉え直してみると，一人称主語

代名詞 “I”での PfVL の生起が全体の 4 割以上を占めて

いる事実も理が適ったものに見える．というのも，こ

のデータに収められている応答練習課題は，その質問

の多くが，応答者のプロフィール・大学生活・個人的

経験・意見に関するものである．したがって， “I”は，

単に統語的に主語文の位置にあるだけでなく，談話上

のトピックという特別な地位を占めていることが多い．

すなわち話者は，文の意味上の要点について思考を十

分にめぐらす前に，「とりあえず」トピックである “I”

を口に出した上で，残りの文の骨格について考える，

という心理的プロセスを辿っていると考えられる．  

 

5. 結語  

5.1. まとめ 
日本語を母語とする英語学習者は，しばしば発話途

中の句末で母音を引き伸ばす，PfVL という現象を伴っ

て発話を産出し，それによって発話の認識可能性が損

                                                                 
12 トピック／フォーカス，旧情報／新情報，前提／断定と

いった概念の個々の性質と相互の関係については，[17]を参

照．  

われている．英語の発音に関して一定の習熟度を見せ

る学習者であっても，自発発話においては PfVL を起

こしてしまう．  

学習者発話データを調査した結果，PfVL は統語構造

上・談話構造上，特定の位置に生起する傾向にあるこ

とがわかった．この事実と，日本語の自発発話におけ

る，PfVL に類する談話方略の存在を併せて鑑みると，

「学習者は，オンラインでの発話の定式化における困

難に直面した時，日本語談話における方略を取り込み，

それが結果として PfVL になる」という仮説が導かれ

る．  

 

5.2. 教育実践への含意  
PfVL は，単に音声学・音韻論的な知識・技能の欠如

だけに由来するものではなく，自発発話の産出におけ

る談話方略と関わっている．したがって，英語学習者

に対して，英語の音声学・音韻論的な知識・技能を教

えることは，発音指導として重要だが十分ではない．

また，2.2 節の (B)の項目で述べたように，英語母語話

者達も自然発話の産出において様々な言い淀みを行っ

ている．英語教育においては，語や文の理想的な音韻

構造を指導するだけでなく，適切な音韻構造を損ねず

にオンライン産出に対応するための技法やティップス

として，「英語母語話者のような言い淀み方」を指導す

る必要があるだろう 13．  

その一方で，PfVL が生じたのは，そもそも学習者に

おける英語の音韻表象の習得が不十分であり，認知的

負荷の高い状況に置かれたときに，その不十分さが「露

呈」したために生じた，とも考えることができる．し

たがって，PfVL を防ぐためには学習者の音韻表象をよ

り頑健なものとする必要があり，特に閉音節の構造や

ストレスアクセントの構造など，日本語と異なる英語

の音韻的特徴を指導することも重要である．  

 

5.3. 今後の課題  
本稿では，2007 年度春学期第１回収録時のデータに

対して調査を行った．同じ調査を，同年度の秋学期最

終回のデータに対して行い，一年間の応答練習を経て

                                                                 
13 とはいえ，具体的にどのような指導方法が有効であるか

は自明ではない．第三著者（原田）が担当する英語授業にお

いては，eh, err, hmm, I mean, you know などの表現を紹介し，

これらを利用する指導もある程度行っているが，学生達は自

発的な発話に容易にこれらを取り込む行うことができない．

英語圏地域在住の経験があってこれらの表現を用いていた

学生が，授業が進むにつれて用いなくなるという例も観察さ

れる．こうした対話的な方略は周囲がそれを使わない環境で

は身につかないが，使う環境に入れば直ちに習得するという

特徴があるように思われる．そうだとすると，日本人同士で

英語を使用する環境で「英語母語話者のような言い淀み方」

を『頑張って』習得することを目指すことにどれほどの意義

があるのかは再考の余地がある．  
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消失する方向に向かうのか，あるいは逆に一種のピジ

ン現象として強化されるのか，といった点を検討する

必要がある．  

また，PfVL は，言い淀み現象一般の中の一つであり，

他にも繰り返し，つっかえ，フィラーなど，複数の言

い淀みのパターンが存在する．これらと PfVL とを比

較することも重要である．  

さらに，これらの研究を通じた成果を統合して，学

習者のスピーキング能力向上に役立つのに有効な指導

法および教示法を開発することが望まれる．  

なお，本稿で取り上げた「句末の母音延伸」という

現象の存在に気付き，現象の性質についての理解や示

唆が得られたことは，学習者発話データの収録と分析

があって初めて可能になったものである．学習者の比

較的自発的な発話データの分析はこれまでほとんどな

されていないため，今後新しい事実および英語教育上

の課題が見出され，研究の俎上に乗せられていくこと

が期待される．  
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